
(57)【要約】
　【課題】室内でも可能なミズゴケの栽培手段を見出すこと。
　【解決手段】一部又は全部が外部からの光の透過が可能な外壁にて設けられた、水蒸気
で実質的に満たされた空間内において、ミズゴケの植物体、水及び二酸化炭素を含む気体
が共存してなることを特徴とするミズゴケ栽培ユニットを提供し、これを室内に載置する
だけで、当該ユニット内のミズゴケが養生され得ることを見出し、本発明を完成した。
　【選択図】　なし
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
一 部 又 は 全 部 が 外 部 か ら の 光 の 透 過 が 可 能 な 外 壁 に て 設 け ら れ た 、 水 蒸 気 で 実 質 的 に 満 た
さ れ た 空 間 内 に お い て 、 ミ ズ ゴ ケ の 植 物 体 、 水 及 び 二 酸 化 炭 素 を 含 む 気 体 が 共 存 し て な る
こ と を 特 徴 と す る 、 ミ ズ ゴ ケ 栽 培 ユ ニ ッ ト 。
【 請 求 項 ２ 】
ユ ニ ッ ト 内 の ミ ズ ゴ ケ 植 物 体 が 、 乾 燥 ミ ズ ゴ ケ に 接 触 し て い る こ と を 特 徴 と す る 、 請 求 項
１ 記 載 の ミ ズ ゴ ケ 栽 培 ユ ニ ッ ト 。
【 請 求 項 ３ 】
ユ ニ ッ ト 内 に ミ ズ ゴ ケ の 植 物 体 と 共 存 す る 二 酸 化 炭 素 を 含 む 気 体 が 、 空 気 で あ る こ と を 特
徴 と す る 、 請 求 項 １ 又 は ２ 記 載 の ミ ズ ゴ ケ 栽 培 ユ ニ ッ ト 。
【 請 求 項 ４ 】
ユ ニ ッ ト を 構 成 す る 外 壁 の 全 部 又 は 一 部 が 、 通 気 性 及 び 防 水 性 を 兼 ね 備 え た 素 材 で 構 成 さ
れ て い る こ と を 特 徴 と す る 、 請 求 項 １ ～ ３ の い ず れ か に 記 載 の ミ ズ ゴ ケ 栽 培 ユ ニ ッ ト 。
【 請 求 項 ５ 】
請 求 項 １ ～ ４ 記 載 の ミ ズ ゴ ケ 栽 培 ユ ニ ッ ト が １ 個 以 上 固 定 さ れ て な る 、 ミ ズ ゴ ケ 固 定 化 物
。
【 請 求 項 ６ 】
請 求 項 １ ～ ４ の い ず れ か に 記 載 の ミ ズ ゴ ケ 栽 培 ユ ニ ッ ト を 、 屋 内 又 は 屋 外 の 環 境 に 存 在 さ
せ る こ と に よ り 、 当 該 ユ ニ ッ ト 内 の ミ ズ ゴ ケ 植 物 体 を 養 生 す る こ と を 特 徴 と す る 、 ミ ズ ゴ
ケ 植 物 体 の 養 生 方 法 。
【 請 求 項 ７ 】
屋 内 又 は 屋 内 の 最 大 照 度 が ５ ０ ０ ル ク ス 以 上 で あ る こ と を 特 徴 と す る 、 請 求 項 ６ 記 載 の ミ
ズ ゴ ケ 植 物 体 の 養 生 方 法 。
【 請 求 項 ８ 】
屋 内 に お け る 非 暗 黒 時 間 が ６ 時 間 以 下 で あ る こ と を 特 徴 と す る 、 請 求 項 ６ 又 は ７ 記 載 の ミ
ズ ゴ ケ 植 物 体 の 養 生 方 法 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は 、 植 物 の 栽 培 手 段 、 よ り 具 体 的 に は ミ ズ ゴ ケ の 室 内 に お い て も 可 能 な 栽 培 手 段
に 関 す る 発 明 で あ る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 近 年 、 ミ ズ ゴ ケ 栽 培 増 殖 に 関 す る 研 究 に よ り 、 絶 滅 危 惧 植 物 で あ る 本 種 を 安 定 か つ 容 易
に 大 量 栽 培 す る こ と が 可 能 に な っ た 。 こ の 発 明 は 、 現 在 、 屋 上 緑 化 、 ダ ム や 湖 水 で の フ ロ
ー 栽 培 な ら び に 自 然 環 境 に 生 息 す る 環 境 修 復 な ど 屋 外 条 件 下 を 前 提 と し た フ ィ ー ル ド に お
け る 大 量 栽 培 に 大 き く 貢 献 し て い る 。
【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 し か し な が ら 、 現 在 の と こ ろ ミ ズ ゴ ケ を 栽 培 す る に は 、 屋 外 で 、 か つ 、 十 分 な 日 照 が 確
保 可 能 な と こ ろ を 栽 培 場 所 と し て 選 択 す る こ と が 必 要 で あ っ た 。 ミ ズ ゴ ケ の 種 々 の 優 れ た
特 性 を 活 か す に は 、 こ れ で は な お 不 十 分 で あ り 、 室 内 に お い て も ミ ズ ゴ ケ を 生 育 さ せ る こ
と が 可 能 な 技 術 の 提 供 が 待 た れ て い る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 本 発 明 者 ら は こ の 課 題 の 解 決 に 向 け て 鋭 意 検 討 を 重 ね た 。 そ の 結 果 、 ミ ズ ゴ ケ を 比 較 的
高 湿 度 が 保 た れ た 密 閉 空 間 に 載 置 す る こ と に よ り 、 驚 く べ き こ と に 、 室 内 に お い て も ミ ズ
ゴ ケ を 生 育 さ せ る こ と が 可 能 で あ る こ と を 見 い だ し 、 本 発 明 を 完 成 し た 。
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【 ０ ０ ０ ５ 】
　 す な わ ち 、 本 発 明 は 、 一 部 又 は 全 部 が 外 部 か ら の 光 の 透 過 が 可 能 な 外 壁 に て 設 け ら れ た
、 水 蒸 気 の 出 入 り が 実 質 的 に 認 め ら れ な い 空 間 内 に お い て 、 ミ ズ ゴ ケ の 植 物 体 、 水 、 及 び
、 空 気 等 の 二 酸 化 炭 素 を 含 む 気 体 が 共 存 し て な る こ と を 特 徴 と す る 、 ミ ズ ゴ ケ 栽 培 ユ ニ ッ
ト （ 以 下 、 本 栽 培 ユ ニ ッ ト と も い う ） を 提 供 す る 発 明 で あ る 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 な お 、 本 発 明 で 「 ミ ズ ゴ ケ 」 と は 、 特 に 断 ら な い 限 り 、 野 生 に 生 え た 状 態 と 実 質 的 に 同
一 の 状 態 の 生 長 可 能 な ミ ズ ゴ ケ で あ る 。 ま た 、 「 乾 燥 ミ ズ ゴ ケ 」 と は 、 前 記 の 生 長 可 能 な
ミ ズ ゴ ケ に 加 熱 滅 菌 処 理 を 施 し た ミ ズ ゴ ケ の こ と を 意 味 し （ 市 販 品 も 可 ） 、 さ ら に 、 前 記
の 生 長 ミ ズ ゴ ケ を 自 然 乾 燥 さ せ て 得 ら れ る ミ ズ ゴ ケ の こ と も 意 味 す る 。 い ず れ に し て も 、
「 乾 燥 ミ ズ ゴ ケ 」 と は 、 そ の 製 造 工 程 の こ と を 特 定 す る 用 語 で あ り 、 そ れ が 水 を 含 ん で い
る か 否 か は 問 題 と は な ら な い 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 ま た 、 本 発 明 が 適 用 さ れ 得 る ミ ズ ゴ ケ は 、 コ ケ 植 物 蘚 類 　 ミ ズ ゴ ケ 科 　 ミ ズ ゴ ケ 属 (Sph
agnum L.)に 属 す る 全 て を 意 味 し 、 例 え ば 、 日 本 国 原 産 の も の で あ れ ば 、 オ オ ミ ズ ゴ ケ (Sp
hagnum palustre L.)、 イ ボ ミ ズ ゴ ケ (Sphagnum papillosum Lindb.)、 ム ラ サ キ ミ ズ ゴ ケ (
Sphagnum magellanicum Brid.)、 キ レ ハ ミ ズ ゴ ケ (Sphagnum aongstroemii C.Hartm)、 キ
ダ チ ミ ズ ゴ ケ (Sphagnum compactum DC.)、 コ ア ナ ミ ズ ゴ ケ (Sphagnum microporum Warnst.
ex Card)、 コ バ ノ ミ ズ ゴ ケ (Sphagnum calymmatophyllum Warnest.& Card.)、 ユ ガ ミ ミ ズ
ゴ ケ (Sphagnum subsecundum Nees ex Sturm)、 ホ ソ バ ミ ズ ゴ ケ (Sphagnum girgensohnii R
ussow)、 チ ャ ミ ズ ゴ ケ (Sphagnum fuscum(Schimp.) H.Klinggr.)、 ヒ メ ミ ズ ゴ ケ (Sphagnum
 fimbriatum Wilson ex Wilson & Hook.f.)、 ス ギ ハ ミ ズ ゴ ケ (Sphagnum capillifolium(E
hrh.) Hedw.)、 ホ ソ ベ リ ミ ズ ゴ ケ (Sphagnum junghuhnianum Dozy & Molk. Subsp. Pseudo
molle(Warnest.) H.Suzuki)、 ワ タ ミ ズ ゴ ケ (Sphagnum tenellum Hoffm.)、 ハ リ ミ ズ ゴ ケ (
Sphagnum cuspidatum Hoffm.)、 ア オ モ リ ミ ズ ゴ ケ (Sphagnum recurvum P. Beauv.)、 ウ ロ
コ ミ ズ ゴ ケ (Sphagnum squarrosum Crome)等 を 挙 げ る こ と が で き る 。 ま た 、 日 本 国 以 外 の
地 域 原 産 の ミ ズ ゴ ケ を 、 本 発 明 に 適 用 す る こ と も 可 能 で あ る こ と は 勿 論 で あ る 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 こ れ ら の ミ ズ ゴ ケ の 中 で も 、 オ オ ミ ズ ゴ ケ は 、 「 生 長 ミ ズ ゴ ケ 」 と し て も 、 「 乾 燥 ミ ズ
ゴ ケ 」 と し て も 、 本 発 明 を 適 用 す る の に 好 適 な ミ ズ ゴ ケ の 一 つ で あ る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 「 光 の 透 過 が 可 能 な 外 壁 」 の 素 材 と し て は 、 例 え ば 、 透 明 又 は 半 透 明 ガ ラ ス （ 色 つ き を
含 む ） 、 透 明 又 は 半 透 明 プ ラ ス チ ッ ク （ 色 つ き を 含 む ） 、 石 英 等 が 挙 げ ら れ る が 、 こ れ ら
に 限 定 さ れ る も の で は な い 。 ま た 、 「 一 部 又 は 全 部 」 と は 、 本 栽 培 ユ ニ ッ ト の 外 壁 全 体 が
光 の 透 過 が 可 能 な 素 材 で あ る 場 合 と 、 一 部 の み が 光 の 透 過 が 可 能 な 素 材 で あ る 場 合 が あ り
得 る と い う 意 味 で あ る 。 た だ し 、 本 栽 培 ユ ニ ッ ト 内 部 の 照 度 と し て 、 ５ ０ ０ ル ク ス を 通 常
の 室 内 に お い て 容 易 に 得 ら れ る 形 態 で あ る こ と が 好 適 で あ る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
　 「 水 蒸 気 で 実 質 的 に 満 た さ れ た 空 間 」 と は 、 好 適 に は 「 一 部 又 は 全 部 が 外 部 か ら の 光 の
透 過 が 可 能 な 外 壁 」 に よ っ て 設 け ら れ た 空 間 の 内 部 と 外 部 の 水 蒸 気 の 交 換 が 著 し く 制 限 さ
れ て い る 状 態 の 空 間 で 水 蒸 気 が 維 持 さ れ て い る 状 態 を 意 味 す る も の で あ る 。 一 つ の 態 様 と
し て 、 通 常 の ガ ラ ス 、 プ ラ ス チ ッ ク 、 石 英 、 不 透 性 膜 等 の ご と く に 、 水 蒸 気 の み な ら ず 、
空 気 、 酸 素 、 窒 素 、 二 酸 化 炭 素 等 の 、 こ れ ら の 素 材 で 設 け た 壁 の 外 側 と 内 側 の 、 水 蒸 気 の
み な ら ず 通 常 の ガ ス 交 換 が 実 質 的 に 遮 断 さ れ る 外 壁 で の み 設 け ら れ た 閉 鎖 空 間 で 水 蒸 気 が
満 た さ れ た 状 態 を 例 示 す る こ と が で き る 。 こ の 態 様 で は 、 一 定 期 間 毎 、 例 え ば 、 １ 週 間 ～
１ ヶ 月 毎 に 、 当 該 閉 鎖 空 間 内 の 積 極 的 な ガ ス 交 換 を 行 う こ と に よ っ て ミ ズ ゴ ケ の 炭 酸 同 化
に 必 要 な 二 酸 化 炭 素 を 閉 鎖 空 間 内 に 導 入 す る こ と が 好 適 で あ る 。 当 該 外 壁 の 水 蒸 気 を 含 め
た 外 壁 の 通 気 性 が 高 く な る と 、 水 蒸 気 を 維 持 す る た め に 水 を ユ ニ ッ ト 内 に 充 填 す る メ ン テ
ナ ン ス の 頻 度 を 高 く す る 必 要 が あ る 。 ま た 、 当 該 外 壁 の 全 部 又 は 一 部 を 、 防 水 ・ 通 気 性 素
材 、 好 ま し く は 水 蒸 気 以 外 の ガ ス 交 換 は 許 容 す る が 、 水 蒸 気 の 交 換 に 対 し て は 制 限 的 な 素
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材 、 例 え ば 、 ４ フ ッ 化 エ チ レ ン 多 孔 質 膜 等 （ 例 え ば 、 テ ミ ッ シ ュ ： 日 東 電 工 社 製 ） の 膜 と
す る こ と に よ っ て 、 恒 常 的 に ミ ズ ゴ ケ の 炭 酸 同 化 に 必 要 な 二 酸 化 炭 素 を 閉 鎖 空 間 内 に 外 部
か ら 供 給 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ １ 】
　 上 述 の 「 二 酸 化 炭 素 を 含 む 気 体 」 は 、 特 に 限 定 さ れ な い が 、 通 常 は 空 気 で あ る 。 二 酸 化
炭 素 は ミ ズ ゴ ケ が 炭 酸 同 化 を す る た め に 必 要 で あ る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
　 本 栽 培 ユ ニ ッ ト 内 に 封 入 さ れ る ミ ズ ゴ ケ の 植 物 体 は 、 ミ ズ ゴ ケ の 茎 部 、 葉 部 、 枝 部 、 又
は 、 こ れ ら の 部 分 の 複 合 植 物 体 の い ず れ で あ っ て も よ い 。 さ ら に 、 ミ ズ ゴ ケ を 、 湿 ら せ た
状 態 の 乾 燥 ミ ズ ゴ ケ と 接 触 さ せ た 状 態 （ 当 該 乾 燥 ミ ズ ゴ ケ 上 に ミ ズ ゴ ケ を 載 置 す る 、 差 し
込 む 等 に よ り 、 こ の よ う な 状 態 と す る こ と が で き る ） 。
【 ０ ０ １ ３ 】
　 ま た 、 水 は 、 ユ ニ ッ ト 内 の 蒸 気 分 圧 を 高 め る た め に 封 入 す る も の で あ る 。 水 は 、 必 要 に
応 じ て ユ ニ ッ ト 内 に 供 給 で き る よ う に 、 例 え ば 、 本 栽 培 ユ ニ ッ ト に お い て 、 水 を 溜 め る 部
分 を カ セ ッ ト 化 し て 、 ユ ニ ッ ト か ら 着 脱 可 能 と す る こ と が 好 適 で あ る 。 勿 論 、 こ の よ う な
水 溜 カ セ ッ ト に ミ ズ ゴ ケ の 載 置 部 を 一 緒 に 設 け て も よ い 。
【 ０ ０ １ ４ 】
　 本 栽 培 ユ ニ ッ ト １ 個 の 空 間 容 積 は 特 に 限 定 さ れ な い が 、 ミ ズ ゴ ケ 植 物 体 １ 個 あ た り １ ～
１ ０ ０ ０ cm 3 程 度 が 好 適 で あ る 。 ま た 、 空 間 内 に 共 存 さ せ る べ き 水 の 量 は 、 空 間 内 が 飽 和
水 蒸 気 量 相 当 に な っ た 状 態 が 継 続 す べ き 量 で あ れ ば 特 に 限 定 さ れ ず 、 空 間 １ ０ ０ cm 3 あ た
り ０ ． ５ ～ ５ ml程 度 が 好 適 で あ る 。 勿 論 、 ５ ml／ 空 間 容 積 １ ０ ０ cm 3 よ り も 水 の 量 が 多 く
て も 許 容 さ れ る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
　 こ の よ う に し て 、 本 栽 培 ユ ニ ッ ト を 構 成 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
　 本 栽 培 ユ ニ ッ ト は 、 屋 内 又 は 屋 外 の 環 境 に 存 在 さ せ る こ と に よ り 、 当 該 ユ ニ ッ ト 内 の ミ
ズ ゴ ケ 植 物 体 を 養 生 す る こ と が 可 能 で あ る 。 こ の 場 合 、 屋 内 又 は 屋 内 の 最 大 照 度 が ５ ０ ０
ル ク ス 以 上 で あ る こ と が 好 適 で あ る （ こ れ 以 下 の 最 大 照 度 で も ミ ズ ゴ ケ の 生 育 は 可 能 で あ
る ） 。 ま た 、 屋 外 に お い て は 、 特 に 積 極 的 な 照 明 を 、 本 栽 培 ユ ニ ッ ト に 対 し て 施 す 必 要 は
な い 。 屋 内 は 、 通 常 、 人 間 が 朝 ～ 昼 間 ～ 夕 刻 と 認 識 す る 時 間 、 好 適 に は 最 大 照 度 ５ ０ ０ ル
ク ス 以 上 と な る よ う な 照 明 環 境 に 本 栽 培 ユ ニ ッ ト を 載 置 す る こ と が 必 要 で あ る 。 こ の よ う
な 屋 内 の 場 合 の 本 ユ ニ ッ ト に 与 え る 非 暗 黒 時 間 は ６ 時 間 以 上 で あ る こ と が 好 適 で あ り 、 そ
れ 以 上 で あ っ て も よ い （ ２ ４ 時 間 の 非 暗 黒 時 間 も 許 容 さ れ る ） 。
【 ０ ０ １ ７ 】
　 こ の よ う に 、 本 栽 培 ユ ニ ッ ト は 、 屋 外 で あ っ て も 屋 内 で あ っ て も 、 連 続 し て ミ ズ ゴ ケ の
養 生 が 可 能 で あ る の で 、 本 栽 培 ユ ニ ッ ト を 、 例 え ば 、 壁 面 に １ 個 以 上 固 定 す る こ と に よ っ
て 、 こ れ を 、 屋 内 又 は 屋 外 で 用 い る こ と が 可 能 な ミ ズ ゴ ケ 緑 化 壁 面 と す る こ と が で き る 。
こ の 場 合 、 本 栽 培 ユ ニ ッ ト の 外 壁 の 素 材 の 全 部 又 は 一 部 を 、 ガ ス 交 換 が 可 能 な 素 材 （ 水 蒸
気 は 実 質 的 に 透 過 さ せ な い 素 材 が 好 適 で あ る ） と す る こ と に よ り 、 い わ ば 呼 吸 す る 壁 と し
て の 役 割 を 持 た せ る こ と が で き る 。 こ れ は 、 室 内 に お け る 実 施 意 義 が 非 常 に 大 き い 。
【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ １ ８ 】
　 本 発 明 に よ り 、 屋 外 及 び 屋 内 に お い て 、 ミ ズ ゴ ケ を 連 続 し て 養 生 可 能 な 手 段 が 提 供 さ れ
、 こ れ に よ り 、 い わ ば 、 「 呼 吸 す る 壁 」 を 屋 内 に お い て も 設 け る こ と が 可 能 と な る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ １ ９ 】
　 本 実 験 で は 、 非 無 菌 培 養 条 件 （ in vivo条 件 ） お よ び 無 菌 培 養 条 件 （ in vitro条 件 ） の
２ つ の 条 件 を 設 け て 検 討 し た 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 in vivo条 件 で は 、 密 閉 可 能 な 約 １ ０ ０ cm 3 容 の ビ ニ ー ル 袋 に 生 ミ ズ ゴ ケ １ 個 体 （ 先 端 部
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を 含 む １ 個 体 の 植 物 体 が ５ ｃ ｍ に な る よ う に 切 除 し た も の ） を 植 物 片 と し て 入 れ 、 そ こ に
水 道 水 を １ ～ ２ ml入 れ た 後 、 室 内 で 増 殖 を 観 察 し た 。 設 置 箇 所 は 、 温 度 が １ ８ ℃ ～ ２ ８ ℃
、 最 大 照 度 500 ル ク ス の 条 件 を 満 た す 場 所 （ 室 内 照 明 ： １ 日 １ ０ 時 間 程 度 が 非 暗 黒 時 間 ）
で 培 養 し た 。
【 ０ ０ ２ １ 】
　 in vitro条 件 で は 、 培 養 に 用 い た 培 地 等 は 、 （ １ ） Knop 改 変 培 地 （ 寒 天 培 地 ） 、
（ ２ ） オ ー ト ク レ ー ブ 滅 菌 処 理 を し 、 滅 菌 水 で 保 水 さ せ た 乾 燥 ミ ズ ゴ ケ 、 （ ３ ） 蒸 留 滅 菌
水 お よ び 、 （ ４ ） 水 道 滅 菌 水 で あ る 。 ま た 、 置 床 方 法 は 、 乾 燥 ミ ズ ゴ ケ お よ び Knop培 地 に
つ い て は 、 培 地 上 に 置 床 し 、 滅 菌 水 （ 蒸 留 水 ・ 水 道 水 ） に つ い て は 、 完 全 に 浸 漬 さ せ た も
の と 、 植 物 体 が 半 分 水 中 、 半 分 水 上 に あ る よ う に 設 置 し た も の の ２ 種 類 の 条 件 を 設 け て 試
験 を 行 っ た 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 本 実 験 で 用 い た 培 地 お よ び 置 床 条 件 の 組 み 合 わ せ を 表 １ に 示 す
【 ０ ０ ２ ３ 】
【 表 １ 】
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　 ＜ 結 果 ＞
　 （ １ ） in vivo実 験 に つ い て は ６ ヶ 月 間 継 続 の 試 験 を ３ 回 反 復 し て 行 っ た 。 そ の 結 果 、
ミ ズ ゴ ケ 植 物 体 の １ 個 体 か ら 、 新 た に 分 枝 し た 伸 長 茎 が １ ０ 以 上 得 ら れ た 。 ま た 、 そ れ ぞ
れ の 分 枝 し た 伸 長 茎 の 長 さ は ４ cm程 度 で あ っ た 。 全 て 緑 色 が 保 持 さ れ て お り 、 褐 変 又 は 枯
死 し た 伸 長 茎 は 全 く 認 め ら れ な か っ た 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
　 （ ２ ） in vitro試 験 の デ ー タ を 表 ２ に て 示 す 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
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【 表 ２ 】
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　 表 ２ に よ り 、 ミ ズ ゴ ケ 植 物 体 を 乾 燥 ミ ズ ゴ ケ に 接 触 さ せ る こ と が 好 適 で あ る こ と が 判 明
し た 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
　 こ れ ら の 試 験 に よ り 、 照 度 が 500ル ク ス 以 下 の 密 閉 さ れ た 空 間 で 生 き た ミ ズ ゴ ケ が 安 定
し て 増 殖 で き る 手 段 を 得 る こ と が で き た 。 こ れ は 、 屋 内 で の ミ ズ ゴ ケ 増 殖 ・ 緑 化 導 入 が 可
能 で あ る こ と を 意 味 す る 。 具 体 的 に は 、 光 を 透 過 す る こ と が 可 能 な ガ ラ ス 、 プ ラ ス チ ッ ク
お よ び 通 気 性 膜 、 非 通 気 性 膜 、 防 水 ・ 通 気 性 膜 な ど の 素 材 容 器 の 中 に 生 き た ミ ズ ゴ ケ を 入
れ る こ と に よ り 屋 内 で も 増 殖 す る 。 そ の 他 の 用 途 と し て 、 素 材 で セ ル 状 の も の を 作 成 し 外
壁 に タ イ ル 状 に と り つ け る こ と も 考 え ら れ る 。 ま た 通 気 性 の 素 材 を 用 い て 施 行 す る こ と に
よ り 「 呼 吸 す る 壁 」 と し て CO 2 吸 着 と Ｏ ２ 生 産 機 能 を あ わ せ も つ こ と が 可 能 な 壁 を 作 製 す
る こ と も 期 待 で き る 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
　 ［ 参 考 例 ］
　 ＜ ミ ズ ゴ ケ の 胞 子 体 か ら の 再 生 培 養 ＞
　 ミ ズ ゴ ケ (Sphagnum palustre L.） の 胞 子 体 を 採 取 し て 、 0.5%塩 化 ベ ン ザ ル コ ニ ウ ム に 3
0～ 10秒 、 2.5%ア ン チ ホ ル ミ ン に 30～ 10秒 、 蒸 留 水 に ６ ０ 秒 接 触 さ せ て 、 当 該 胞 子 を Ｋ ｎ
ｏ ｐ 改 変 培 地 （ 寒 天 培 地 ） に セ ロ ハ ン を 引 い て 、 そ の 上 に 載 置 し て 、 静 置 培 養 を ２ ２ ～ ２
７ ℃ で 行 い 原 子 体 を 得 た 。 当 該 原 子 体 を 回 収 し て 、 液 体 通 気 培 養 を 行 っ た 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
　 液 体 通 気 培 養 の 条 件 は 、 培 地 を Ｋ ｎ ｏ ｐ 改 変 培 地 （ 液 体 培 地 ） と し て 、 エ ア ポ ン プ 流 量
を ９ ０ ０ ～ １ ４ ０ ０ ml／ 分 と し て 、 光 条 件 は 、 明 時 の 照 度 を ５ ０ ０ ０ ル ク ス と し た 明 時 間
を １ ６ 時 間 （ 暗 時 間 ８ 時 間 ） と し た 。 こ の 条 件 で 、 ２ ０ 日 間 の 液 体 通 気 培 養 を 行 っ た と こ
ろ 、 ミ ズ ゴ ケ の 植 物 体 が ０ ． ０ ４ gか ら ０ ． ７ ４ ｇ に 増 加 し て い た 。 ま た 、 光 条 件 を ２ ４
時 間 ５ ０ ０ ０ ル ク ス の 明 条 件 と し た 場 合 も 実 質 的 に 同 様 の 結 果 が 得 ら れ た 。 よ っ て 、 こ こ
に 記 し た 条 件 で 、 無 菌 播 種 し た 原 子 体 か ら の ミ ズ ゴ ケ の 再 生 培 養 が 可 能 で あ る こ と が 明 ら
か に な っ た 。
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